
令和２年６月９日 

 

学生・児童生徒等の皆様 

教職員の皆様 

学外者の皆様 

 

奈良教育大学緊急事態等対策本部長 

加 藤 久 雄 

 

緊急事態宣言解除後の本学の対応について（第２報） 

 

５月２５日に全国の緊急事態宣言は全て解除され、同日に国が示した「新型コロナウイ

ルス感染症対策の基本的対処方針」（以下「5.25対処方針」という。）を踏まえ、本学

は、６月１４日まで「緊急事態宣言解除後の本学の対応について（第１報）」の対応を取

ることとしていますが、６月２８日までの対応は下記のとおりとしますので、お知らせし

ます。 

なお、本対応は、今後の状況によっては変更する可能性があります。 

 

記 

 

１ 学生・児童生徒等 

➢ 学部生・大学院生 

   大学が事前に認めた場合（❶非対面授業の受講に⽀障がある場合、❷対面授業実施 

について教員より連絡があった場合、❸入構希望日の３日前の１３時までに申し出て 

許可された者）を除いて、原則登校を禁止する。 

   →５月２８日付け通知「緊急事態宣言解除後の入構について(第１報)」 

 

➢ 附属学校園の児童生徒等 

校園長が必要と判断した日から入構を認める。 

 →各附属学校園からの通知のとおり 

 

２ 大学教員・附属学校園教員 

➢ 大学教員 

教育・研究上、または業務上⽀障がない場合に限り、在宅勤務を可能とする。公共

交通機関の利用者は時差出勤を推奨する。 

 

https://www.nara-edu.ac.jp/ADMIN/SOUMU/corona2020/Coronataiou_afterlift1.pdf
https://www.nara-edu.ac.jp/ADMIN/SOUMU/corona2020/R2.5.28nyuukou.pdf


➢ 附属学校教員 

通常勤務とする。 

 

３ 役員・職員 

通常勤務とするが、業務上⽀障がない場合に限り、在宅勤務を可能とする。公共交通

機関の利用者は時差出勤を推奨する。 

執務室は密集を避ける勤務環境とする。 

 

４ 業者等の学外者 

業務上、必要最小限の用務を目的とした入構のみ認める。 

→６月９日付け通知「高畑キャンパスの入構制限及び禁止について」 

 

５ その他 

  以下のとおりとする。 

(1)教育研究活動について、令和２年５月１５日付け文部科学省高等教育局高等教育

企画課通知「新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえた大学等における教育研

究活動の実施に際しての留意事項等について（周知）」に即して実施する。 

(2)・国内出張について、5.25対処方針により、教育・研究上または業務上、真に必

要がある場合、あるいは急を要する場合を除き、一部首都圏（埼玉、千葉、東

京、神奈川）及び北海道への出張は、６月１８日まで自粛する。６月１９日以

降は出張を可能とする。 

ただし、出張する場合は、うつらない対策を徹底し、うつる可能性のある場所

や「三つの密」のある場所への訪問は避ける。 

・外国出張について、外務省から渡航中止勧告等が出ていることから、当面の

間、国・地域にかかわらず、厳に自粛する。 

(3)学内会議について、対面の必要がある場合は、集合型会議を行うことができる。

ただし、「三つの密」を避けるため、人との間隔を１ｍ以上空け、会場の収容人

数の半数以下とすることに留意する。なお、可能な限りメール会議やオンライン

会議を推奨する。 

(4)施設の外部貸付について、当面の間、予約は見合わせる。 

    →「本学施設に関する外部貸付に関する当面の見合わせについて」 

  

  

https://www.nara-edu.ac.jp/ADMIN/SOUMU/corona2020/Nyuukouseigen0609
https://www.nara-edu.ac.jp/general/facility_utilization.html


（参考） 

5月4日 国の専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」より抜粋 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000627771.jpg

